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研究成果の概要（和文）：密接な共生関係を保ちながら多様化を遂げたコミカンソウ科植物と，その送粉者であるハナ
ホソガ属ガ類を用い，植物の多様化過程における送粉者の役割を分析した。ニューカレドニアのコミカンソウ属とハナ
ホソガ属では，相互作用をもつ植物と送粉者の分布はほとんどの場合一致せず，送粉者は植物の種分化を直接引き起こ
してはいないことが示唆された。また，奄美大島に生育する4種のカンコノキ属植物は，送粉者が種特異性であること
によって共存が可能になっていた。植物の多様化における送粉者の役割は，種分化を直接引き起こすことではなく，す
でに種が分かれている植物の共存を促すことで，環境収容力を高めることであるという考えを提唱した。

研究成果の概要（英文）：I analyzed the role of pollinators in the diversification process of plants, using
 Phyllanthaceae plants and Epicephala moth pollinators that are engaged in an obligate mutualism as model.
 Focusing on the radiation of New Caledonian Phyllanthus, I find that the geographic distribution of plant
s and moths do not correspond with each other, indicating that pollinators are not the direct cause of spe
ciation in plants. For the four Glochidion species that co-occur on Amami-Oshima Island, the major reprodu
ctive isolation barrier is the specificity of Epicephala pollinators, suggesting that species-specific pol
linators allow more species to co-occur in a single location. Based on these findings, I propose that the 
role of pollinators in promoting plant diversification is not to promote speciation itself but to increase
 the carrying capacity by allowing more species to co-occur in a single location.
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１．研究開始当初の背景 
 
 現在，陸上には約 30 万種の被子植物が知
られており，陸上植物全体の 9割以上を被子
植物が占めている。ジュラ紀に初期の被子植
物が誕生して以来，他の植物を圧倒しつつ被
子植物が急速に多様化を遂げた背景には，花
の進化と，それに伴う送粉者との相互作用が
重要であったと考えられている。しかし，植
物の多様化をもたらす要因には，異なる生育
環境への適応や，送粉者以外の生物との相互
作用などさまざまなものが考えられ，送粉者
自身がどれほど植物の多様化に関わってい
るのかはよくわかっていない。植物の多様化
における送粉者の役割を解き明かすことは，
地球上の植物相の成り立ちを理解する上で
最も大きな課題の一つである。 
 
２．研究の目的 
 
 被子植物全体における多様性のパターン
を見渡してみると，異なる送粉者への適応が
多様化に結びついていると考えられる例は
必ずしも多くない。例えばツツジ属やトリカ
ブト属，シオガマギク属のように，マルハナ
バチを主な送粉者としながら多様化を遂げ
た系統群は多いし，イネ科，カヤツリグサ科
はほとんどの種が風媒でありながら高い種
数を誇る。植物の系統群ごとの多様性の違い
は，これまでさまざまな要因によって説明さ
れてきたが，送粉者が果たしてきた役割を評
価するためには，送粉者が多様化に深く関わ
ってきたと考えられる系統群において，送粉
者と多様化との関係をまず解き明かす必要
がある。本研究は，植物と送粉者が密接な相
互作用をもちながら多様化を遂げてきたコ
ミカンソウ科植物と，それらの送粉者である
ハナホソガ属ガ類を用いて，植物の多様化過
程における送粉者の役割を明らかにするこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
 コミカンソウ科植物とハナホソガ属の共
生は世界中の熱帯域に見られるが，アジアか
ら太平洋諸島にかけて300種以上が存在する
カンコノキ属と，ニューカレドニアに 110 種
が存在する Gomphidium 亜属でとりわけ著し
い多様化が起こっている。そこで本研究では，
これらの 2つグループに着目し，植物，送粉
者それぞれの地理的分布，および両者の間の
種特異性を明らかにするとともに，両者の系
統関係を詳細に明らかにすることで，多様化
がどのように進行したのかを分析した。もし
送粉者との相互作用が植物の種分化の直接
の引き金になっているのであれば，両者の地
理的分布は一致するはずであるが，もし植物
の種分化が送粉者とは無関係に起こってい
るのであれば，両者の分布は必ずしも一致し
ない。 

 一方，送粉者が植物の種分化を直接引き起
こしていない場合でも，送粉者が植物の多様
性を高める場合がある。もし種特異的な送粉
者がいることで，近縁な植物種同士の共存が
促されるのであれば，送粉者が種特異的でな
い場合に比べてより多くの種が同所的に存
在できるようになる。これにより，植物の分
布域全体で見ると，より多くの種が環境中に
収容可能になり，多様性が高まる。コミカン
ソウ科とハナホソガ属の共生系において，種
特異的な送粉者であるハナホソガが，どれほ
ど植物の多種共存を可能にする上で重要で
あるかを，奄美大島で共存する 4種のカンコ
ノキ属植物を用いて調べた。 
 
４．研究成果 
 
 送粉者は，植物の種分化の直接の引き金と
なることで植物の多様化に貢献したとする
従来の考えに対し，本研究の結果ではほとん
どの場合において，相互作用をもつコミカン
ソウ科植物とハナホソガの分布は一致しな
かった。例えばニューカレドニアでは，ハナ
ホソガは多くの場合，側所的に分布する近縁
ないくつかの植物種を送粉していた。同様に
カンコノキ属においても，詳細な分布が分か
った種ではいずれの場合においても植物と
送粉者の分布境界は一致しなかった。このこ
とは，密接な相互作用をもつ植物と送粉者の
関係においても，植物の種分化はほとんどの
場合送粉者とは無関係に起こることを示し
ている。 
 一方，奄美大島に同所的に生育する 4種の
カンコノキ属植物がどのようなしくみで共
存しているのかを，植物と送粉者の種特異性，
種間の微小生息環境の違い，開花フェノロジ
ーの違い，生理的な生殖隔離メカニズムに着
目して調べたところ，4 種の間の交配を妨げ
ている主な要因は送粉者の種特異性である
ことが分かった。4 種のカンコノキ属植物は
種間で隣り合って生育することも珍しくな
く，同時期に開花し，人工受粉を行うと容易
に雑種を形成するため，送粉者が種特異的で
なければ生殖的に隔離された状態を維持す
ることは困難であると考えられる。 
 以上の結果は，植物の多様化における送粉
者の役割は，種分化を直接引き起こすことで
はなく，すでに種が分かれている植物同士の
共存を促すことで，環境収容力を高めること
であるという考えと一致する。今後は送粉者
であるハナホソガ自身がどのように種分化
をするのかを明らかにしていくことによっ
て，コミカンソウ科植物とハナホソガ属がど
のように多様化してきたのかの全体像を描
いていきたい。 
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